小松島市介護保険事故報告事務取扱要綱
平成１９年１０月２６日

小松島市告示第１６１号

（趣旨）
第１条　この要綱は，指定居宅サービス等の事業の人員，設備及び運営に関する基準（平成１１年厚生省令第３７号），指定介護老人福祉施設の人員，設備及び運営に関する基準（平成１１年厚生省令第３９号），介護老人保健施設の人員，施設及び設備並びに運営に関する基準（平成１１年厚生省令第４０号），指定介護療養型医療施設の人員，設備並びに運営に関する基準（平成１１年厚生省令第４１号），介護医療院の人員，施設及び設備並びに運営に関する基準（平成３０年厚生労働省令第５号），小松島市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める条例（令和３年小松島市条例第１２号），小松島市指定地域密着型サービス及び指定地域密着型介護予防サービスの事業者の指定に関する基準等を定める条例（令和３年小松島市条例第１０号），小松島市指定介護予防支援の事業者の指定に関する基準等を定める条例（令和３年小松島市条例第１１号），指定介護予防サービス等の事業の人員，設備及び運営並びに指定介護予防サービス等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準（平成１８年厚生労働省令第３５号）（以下これらを「運営基準」という。）に基づき，介護保険事業者（以下「事業者」という。）が小松島市（以下「市」という。）の介護保険被保険者（以下「利用者」という。）を対象として介護サービスを提供中に事故が発生した場合の報告の内容及び手順について定めるものとする。
（事業のとるべき措置）
第２条　事業者は，運営基準に基づき，発生した事故の状況等を速やかに市長に報告するとともに，必要な措置を講じなければならない。

（事故の範囲）
第３条　事業者が市へ報告する事故の範囲は，原則として次に掲げるとおりとする。この場合において，第１号及び第２号については，事業者側の責任や過失の有無に関わらず報告するものとする。

（１）　利用者に対する介護サービスの提供（送迎及び通院等を含む。）により発生した死亡事故又は負傷，誤嚥，異食，誤与薬等のうち医療機関において治療（施設内における医療処置も含む。）若しくは入院を必要とする事故。ただし，擦過傷や打撲等比較的軽易なものを除く。
（２）　感染症（感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成１０年法律第１１４号）第６条に規定する感染症（第６項第１号を除く。），食中毒，結核及び疥癬の発生
（３）　従業者の法令違反及び不祥事等のうち，利用者の処遇に影響のあるもの
（４）　震災，風水害及び火災その他これらに類する災害により介護サービスの提供に影響する重大な事故
（５）　前各号に掲げるもののほか，市が特に必要と認めるもの
（報告の手順）

第４条  事業者は，第２条に定める報告を，当該事故の発生したとき及び処理の進捗状況及び事故の対応が終了したときは遅滞なく事故報告書（様式第１号）により報告するものとする。

（市の措置）
第５条  事故の報告を受けた市長は，その状況を把握するとともに，当該事故の発生した事業の対応状況に応じて保険者として，次に掲げる必要な措置を行うものとする。
（１）　事業者が行った事故処理並びに利用者等及びその家族に対する連絡及び説明に関する指導
（２）　発生した事故が，徳島県又は徳島県国民健康保険団体連合会等（以下「徳島県等」という。）において，対処することが必要と判断した場合は，徳島県等への通告，報告及び連絡調整
（事故対策）
第６条　事業者は，事故の未然防止とともに，発生した事故に対処するため，次に掲げる措置を講じるよう努めなければならない。

（１）　事故発生時に適切に対応するための事故対応マニュアルの整備及び職員（従事者）への周知
（２）　発生した事故に対する原因の解明及び再発防止対策
（３）　前２号に掲げるもののほか，事故の発生を防止するための措置
附　則

この告示は，平成１９年１１月１日から施行する。

附　則（平成２５年小松島市告示第１０９号）
この告示は，平成２５年５月１７日から施行する。
附　則

この告示は，平成３０年４月１日から施行する
附　則

この告示は，令和３年４月１日から施行する
